
糞土師の最も長い日

(今年のごあいさつに代えて)

2014年 2月 2日 5時 10分、セットしたモーニングコー

ルが鳴りだす前に目が覚めた。ここは最も野糞がし難い街

=大阪は中之島にあるリーガロイヤルホテルの一室:今 日

は淀川で 10時半ん12時、次に兵庫の声屋で 14時半～16

時、そして吹田で 18時～20時と、未だ経験のない三日三

講演。しかもその前に困難な野糞が控えている。じつは

2008年の大阪市内 (長居)では、地元出身の案内人がいな

がら場所探しに2時間もかかつたのた

ホテルの朝食はキヤンセルし、」R新福島から野崎駅へ。
小雨の中を急ぎ足で野崎観音の裏山を目指す。寺に着くと

日曜とあつてか、境内には朝の早い中高年ハイカーが次々

と参集する。山道を人々が行き交う前に済ませなけれ!ム

呈L圭築 Lこと」墓冬Q晏凱上はいえ、
じつとり汗ばむ野糞行。無事野崎参りを済ませて部屋に戻

ると8時半。休む間もなく弁当を掻き込み、荷造りを済ま

せ、9時発のシャトノL//｀スでホテルを発つた。

淀川での講演会を予定通り終え、主催者が用意してくれ

た野菜がゴロゴロ入つた美味しいカレーをいただき、次ヘ

向かう。阪急芦屋駅着は 13時半少し前。余裕しやくしやく

と思つた途端、急に腹具合がおかしくなつてきた

前日の 2月 1日 、糞土師には似合わないキンキラキンの

ホテルの式場で、「自然と人間の共生」を理念とする「松下

幸之助 花の万博記念賞」の贈呈式と講演会があつた。そ
の賞の一つ「縁の下の力持ち的業績」を趣旨とする「松下

正治記念賞」を、思わぬ展開で糞土師が受賞することにな

ったのである。

写真家として長年やつてきたキノコやコケ、変形菌、カ

ビなどの出版物が選考対象とされたのだが、すでに糞土師

に転身した私は、求められた主要五著書に『くう。ねる。

のぐそ』を入れて選考をお願いした。「野糞は命の返し方J

こそ「自然と人間の共生」なのだ、と。しかしウンコや野

糞への世間一般の反応を考慮すれば、この本がマイナスに

なり、受賞の可能性は低いと思つていた。ところが予想外

の吉報が届き、松下記念賞を見直し、世も末ではないと嬉

しさが込み上げてきた。その一方で、改まつた席での授賞

式と講演をどうするかという課題を新たに抱え込むことに

なつた。           ・

この数十年間、葬式以外でネクタイを締めたこともない

私に、「ブルージーンズはまずい。ネクタイの着用を」から

始まり、講演ではウンコの写真は程 |々ヒ、
'配
布資料の「正

しい野糞の仕方」のタイトルは不適切など、事務局からは

当然といえば当然の指摘 (要求)が続く。それらを受け入

れつつ、20～25分という短時間でいきなり、一般の参加者

に糞土思想の本質をきちんと伝えられるのか。・・

直前まであれこれ思い巡らしていたが、結局講演が始ま

ると普段の糞土師に戻つてしまい、ウンコと野糞を連発。

最後は「ウンコに向き合うことは、自分の生きる責任に向

き合うこと」で話を締めくくつた。

何日も前から続いていた精神的重圧にカロえて、この日の

'ハードスケジューノ咤 ちよつと緊張が緩んだスキを突いて

襲ってきた神経性の下痢だ:芦屋での主催者は機転をきか

せ、講演会場とは反対方向の六甲山麓へ車を飛ばしてくれ

た。家並みが切れた辺りで山に入る小道が現れる。ところ

が正しい野糞に欠かせないインドビンは、今朝使つてしま

い空つぽだつた。すると彼女がバッグから取り出してくれ

たペットボトルは『宮島の天然利。ありがたいノ ー方の
下痢便はまるで具なしのビーフシチューで、昼に食べたカ

レーはしつた2胃袋に納まつたままだつた。

危機一髪で窮地を切り抜け、スッキリ爽や力ヽ わずか一

日でこれ程の達成感を三度も味わえると|ム スキージャン

プの葛西紀明は銀と銅だつたが、私はレジェンドの金二つ

だ。しかも規定とフリーの両方で ノ

芦屋と吹田の両講演とも心配していた喉のトラブルはな

く、無事終了。その後の懇親会ではビーガンの手になるベ

ジタリアン料理の数々に舌鼓を打ち、まさに勝利の美酒に

身も心も酔いしれた。大変なご苦労を掛けてしまつた関係

者の皆さんに感謝しつつ、大きな満足と解放感に包まれて

深い眠りに落ちていつた。

暴走する安倍政権の原発再稼働や秘密保護法、集団的自

衛権行使への動きなどに加え、ヘイ トスピーチやアンネの

日記引き裂き事件、AIHK会長問題等々、まるで戦前戦中の

軍国主義かナチス社会に突入しそうな勢いだ。しかし事は、

安倍晋三など極右だけの問題ではない。多くの人々が夢や

希望、発展などという美しい言葉で欲望をごまかし、豊か

さや快適さを追求し続けた結果、資源枯渇や環境破壊など

を招き、すべての生き物の生命を脅かす危機的状況を作り

出してしまつたのだ。善悪を分ける基準は自分の好みに過

ぎず、都合のいい理屈で我欲を正当化し、無責任を決め込

むのが世の常人の常。その根本的な所をなんとかしなけれ

ばすべてはイタチごつこで終わり、また新たな問題が生じ

るだけだ。ハンす 。アーレントが言う「凡庸な悪」以上に

厄介なものが、ほとんどすべての人の中に巣くっている。

「ウンコぽご馳走」で生態系を巡る命の本質を理解し、「食

は権利・ウンコは責任Jを 自党することは欠かせない。そ

して今ほど「自分の生きる責任に向き合う」ことを訴える

のが重要な時期はない。しかしそれが重くて辛いだけなら

ば拒否される。だからこそ「野糞は命の返し方」の 楽しさ

を広めていかなければならないのた
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